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＜活動のねらい＞
●仲間意識を高める→「楽しい！」と
「できた！」という気持ち。
●発想（アイディア）を表現する（発
言や行動）→最終回に向けての段階。

＜プログラムの構成要素＞

　自然に対する好奇心　　　　★★
　創意工夫を楽しむ心　    　★★
　仲間とやってみようとする心★★★

活動報告書

会場：子ども自然公園　野外活動センター（神奈川県横浜市）

実施日時：2018年12月1日（土）～2日(日）

よこはまワンダーキッズ　ワンダーコース　ひまわりクラブ

第6回　「～仲間と一緒に～　お泊り体験」

お泊りにドキドキしている子、楽しみな子、さまざま気持ちで朝の集合場所
に来た子どもたち。友だちと会うと徐々にいつものみんなの姿に戻っていき
ました。「あれ、〇〇くん/〇〇ちゃんがいないね。」と、欠席や遅れて来
る友だちのことを寂しそうに思う様子を見て、うれしく思いました。

午前中はカウンセラーからのゲームタイム。班の結束力が必要でしたが、子
どもたちだけで作戦会議をして頑張りました。満面の笑みや悔しい表情があ
り、“本気”の遊びとなりました。チェックイン後は、「自分のことは自分
で」と荷物の準備やふとん敷きも友だちと力を合わせて頑張りました。



仲良くなった分、「あっちに行こう！」「こっちが良い。」など、意見がぶ
つかることもありましたが、みんなで考え、最後には素敵な地図を完成させ
ることができました。自然の中で遊ぶことが得意な子どもたち。「おもしろ
いものがあるから行ってみよう！」と仲間を誘い、森やススキ林、どこにで
も歩いていきました。残りのワンダーコースも残り2回です。仲間と過ごす
時間を大切にしながら、子どもたちの発見や感動を引き出していきます。

夕食はカレーライス。朝食はカートンドック。火起こしや包丁、飯盒炊飯な
ど役割分担をし、班の力でおいしいご飯が完成しました。“火”に興味津々
な子どもたち。役割に関係なく、火をじっくり見ていたり、薪をくべたりし
ながら、“火”がどういうものなのかを感じ取っているようでした。

2日目はチェックアウトの日。掃除もどこか楽しそうな子どもたちでした。
そして、メインプログラムは『オリジナルマップ作り』です。興味のある自
然物を集めながら公園を探検。午後は班で歩きました。


